
令和７年度　清瀬市雨水管理総合計画の見直しについて【概要版】

【事業計画区域（柳瀬川右岸第８ー１排水区）】

  整備水準：50mm/h（各種排水施設を含め65mm/h）

  対策概要：枝線整備事業の継続

【その他区域】

  整備水準：65mm/h

  対策概要：貯留浸透施設整備

　清瀬市の雨水整備事業は、令和３年度に清瀬市雨水管理総合計画を策定し、整備優先順位が高い柳瀬川右岸

第８ー１排水区において、柳瀬川右岸５号雨水幹線整備事業および柳瀬川右岸第８ー１排水区雨水枝線整備事

業を進めてきた（令和８年度完了予定）。

　また、今年度に清瀬市内水浸水想定区域図とあわせ、市全域のシミュレーションモデルが完成予定である。

　そのため、現行の雨水管理総合計画より、リスク評価項目としてシミュレーションモデルを活用した「浸水

想定」を追加して再度リスク評価を実施し、令和８年度以降の浸水対策の方針およびスケジュールを見直し

た。

　今回の見直しでは、図ー１のように清瀬市のシミュレー

ションモデルを作成し、浸水想定の観点を含め、浸水要因分

析を実施した。

　清瀬市の既往最大降雨である平成29年８月30日の降雨を再

現したシミュレーション（図ー２）では、排水施設の整備水

準を上回る雨量であったことに加え、けやき通りの地盤が周

辺よりも低いため、雨水が集まりやすくなっている。

　※図ー２で表現される浸水は、排水施設より溢水したもののみ表示
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図ー１ 清瀬市シミュレーションモデル 図ー２ 平成29年８月30日降雨の解析結果
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課 題

対策目標

対策方針

目標を満たす管きょの整備には、多大な時間と費用を要する

多様な対策手法（下水道、道路排水管等）を組み合わせ、１時間当たり６５

mmの雨量で雨水が溢水しない施設整備

・柳瀬川右岸第８ー１排水区は現行の下水道施設整備事業を継続

・その他の重点対策地区は、道路交通課と連携した貯留浸透施設整備を推進

令和３年度策定時の重点対策地区 見直し後の重点対策地区

対 策 の 概 要

図ー３ 重点対策地区（前） 図ー４ 重点対策地区（後）

表ー１ 対策スケジュールおよび概算費用
単位：百万円

R7 R8 R9 R10 R11 R12

雨水枝線整備

102 102

実施設計 雨水枝線整備

20 1,121 1,141

雨水貯留浸透施設整備 雨水貯留浸透施設整備 雨水貯留浸透施設整備 雨水貯留浸透施設整備

53 58 13 5 129

調査 雨水貯留ポンプ整備

12 22 34

集水ます浸透化 集水ます浸透化 集水ます浸透化

1 118 3 122

実施設計 緑地活用

5 7 12

緑地活用

2 2

調査 調査 調査

5 1 8 14

175 1,193 41 17 119 11 1,556

年次別概算事業費 概算
事業費


